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や
内
閣
府
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
日
本
は

98
年
以
降
、
十
数
年
に
わ
た
り
デ
フ
レ

が
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
給
与

所
得
者
の
平
均
給
与
は
減
少
を
続
け
て

い
ま
す
。
当
然
、
可
処
分
所
得
も
減
少

す
る
こ
と
か
ら
消
費
は
抑
制
さ
れ
、
ひ

い
て
は
雇
用
環
境
の
悪
化
を
招
く
と
い

う
悪
循
環
の
中
に
あ
る
の
で
す
。

国
民
が
苦
し
ん
で
い
る
と
き
に
税
金

を
上
げ
る
と
い
う
発
想
は〝
悪
徳
役
人
〟

の
発
想
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
で

は
「
野
田
大
不
況
」
の
到
来
は
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
。「
復
興
支
援
」
は
「
増
税
」

で
は
な
く
、「
景
気
を
よ
く
す
る
」
こ

と
か
ら
始
め
る
べ
き
で
す
。
富
の
創
造

な
く
し
て
震
災
復
興
は
あ
り
得
な
い
こ

と
を
、
野
田
首
相
は
知
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

幸
福
実
現
党
の

「
新
・
所
得
倍
増
計
画
」

そ
こ
で
幸
福
実
現
党
は
、「
新
･
所

得
倍
増
計
画
」
を
提
言
し
ま
す
。
60
年

代
、
当
時
の
池
田
隼は

や

人と

首
相
が
打
ち
出

し
た
「
所
得
倍
増
計
画
」
は
実
質
値
で

の
倍
増
で
し
た
が
、
今
回
は
ま
ず
名
目

値
で
の
倍
増
を
目
指
し
ま
す
。

名
目
値
を
10
年
で
倍
増
す
る
に
は

毎
年
名
目
７
％
の
成
長
が
必
要
で
す
。

２
０
１
０
年
の
平
均
給
与
４
１
２
万
円

を
例
に
取
れ
ば
、
翌
年
は
４
４
１
万
円
、

そ
の
次
の
年
は
４
７
２
万
円
と
増
え
、

10
年
後
に
は
８
１
０
万
円
と
ほ
ぼ
倍
増

す
る
計
算
で
す
。

名
目
成
長
率
は
実
質
成
長
率
と
イ
ン

フ
レ
率
と
の
和
で
あ
る
た
め
、
イ
ン
フ

レ
目
標
政
策
を
導
入
し
、
３
％
の
イ
ン

フ
レ
率
を
実
現
す
れ
ば
、
名
目
７
％
成

長
の
達
成
に
必
要
な
実
質
成
長
率
は

４
％
と
な
り
ま
す
。

現
下
の
日
本
経
済
の
状
況
で
は
、

４
％
の
成
長
率
を
達
成
困
難
と
み
る
向

き
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

必
要
な
政
策
を
総
動
員
す
れ
ば
、
十
分

に
射
程
の
範
囲
内
の
数
字
な
の
で
す
。

イ
ン
フ
レ
目
標
政
策
と
は
、
中
央
銀

行
が
一
定
の
イ
ン
フ
レ
目
標
値
の
達
成

に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、
市
場
参
加

者
の
イ
ン
フ
レ
予
想
に
働
き
か
け
、
実

際
の
イ
ン
フ
レ
率
を
適
正
な
範
囲
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
政
策
で
す
。
イ
ギ
リ

ス
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
等
の
イ
ン
フ
レ
目
標
を

採
用
し
た
先
進
諸
国
で
は
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
前
の
07
年
ま
で
平
均
で
３
％

程
度
の
実
質
成
長
率
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
国
々
の
例
を
み
れ
ば
、

日
本
だ
け
が
達
成
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
に
減
税
や
成
長
分
野
へ
の
投
資

に
よ
っ
て
１
％
の
成
長
率
を
上
乗
せ
で

き
れ
ば
、
実
質
４
％
成
長
は
十
分
可
能

な
数
字
な
の
で
す
。

野田佳彦政権が推し進める増税路線。
しかし、低成長・デフレ下の日本経済にとって
増税は経済失速のさらなる足かせとなるだけです。
必要なのは増税ではなく、日本に活力をもたらす経済成長です。
そこで、幸福実現党は「新･所得倍増計画」を提言します。
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もし名目７％成長すれば
10 年後には所得倍増

平均給与の推移
（国税庁  「民間給与実態統計調査」より）

（万円）
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 新･所得倍増計画 で
ニッポンの活力を取り戻せ！

写真：アフロ

所得倍増のためのインフレ誘導と震災復興の財源確保を兼ねて、
日銀は国債の直接引き受けを行うべきです。直接引き受けについ
て、日銀は「通貨の信認を毀

き

損
そん

する」として否定していますが、現在、
デフレギャップは約20兆円程度と推計されるため、その分の復興債
を日銀が直接引き受ける形で発行しても何ら問題は生じません。
さらに、前述の３％程度のインフレ目標を設定し、デフレギャッ
プ分を含め最大で70兆円程度の国債を日銀が引き受ければ、デフレ
脱却と同時に震災復興も進み、日本経済は力強く成長できるのです。

日銀は国債直接引き受けを

企業家精神を発揮せよ

野
田
政
権
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興

財
源
に
充
て
よ
う
と
、
所
得
税
、
法
人

税
、
個
人
住
民
税
、
た
ば
こ
税
の
臨
時

増
税
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
増
税
開
始

は
早
け
れ
ば
来
年
度
か
ら
で
、
期
間
は

10
年
を
基
本
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
費
税
率
を
２
０
１
０
年
代

半
ば
ま
で
に
10
％
に
引
き
上
げ
る
「
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
に
関
し
、

野
田
首
相
は
「
先
送
り
で
き
な
い
」
と

の
強
い
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

低
成
長
時
代
の
日
本
経
済

バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た
後
、
日
本

経
済
は
「
失
わ
れ
た
10
年
」、
あ
る
い

は
「
失
わ
れ
た
20
年
」
と
呼
ば
れ
る
長

期
停
滞
期
に
突
入
し
、
１
９
９
２
年
以

降
、
平
均
で
１
％
を
下
回
る
低
成
長
に

あ
え
い
で
い
ま
す
。

加
え
て
、
デ
フ
レ
を
「
少
な
く
と
も

２
年
間
継
続
的
に
物
価
が
下
落
す
る
状

態
」
と
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
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デフレ脱却による３％程度の成長率達成に加え、さらに１％以上の成長率をも
たらすための政策が、法人税減税と大規模インフラ投資です。
超円高で国内製造業に負担がのしかかる中、競争環境の整備は喫緊の課題で
す。そこで、わが党は現在40％程度の法人実効税率を20％程度に半減させる
ことを求めています。
また私たちは、公共インフラや新産業への政府主導による集中投資を提言して
います。例えば……
◉東京−大阪間のリニア新幹線を 2020 年に開通
◉アメリカ日帰りを可能とする極超音速旅客機（マッハ５）の2035年実用化
◉有人宇宙技術を 2020 年頃までに確立し、2050 年には月旅行を実現
◉ 1000 メートル級の超々高層ビルによる未来型都市計画
近未来のニーズを見越したこれらのプランには巨額の資金が必要で、すぐには
収益も見込めません。しかし、国民に夢を与え、未来の富の源泉となることは間
違いありません。震災後の今こそ、官民一体となって企業家精神を発揮すべきです。
そうして新たなマーケットが創出されれば、日本は持続的な成長を遂げることが
可能となります。「新･所得倍増計画」でニッポンの活力も倍増するのです。

The Happiness Realization News

「新 ･ 所得倍増計画」の詳細については「YOMIURI ONLINE」にも掲載された、ついき秀学党首によ
る論文「震災後の今だからこそ『所得倍増』を目指す――これが本物の経済成長戦略だ」をご参照くだ
さい。幸福実現党ホームページにてご覧いただけます。 ▶ ▶ ▶ http://www.hr-party.jp/topic/yo/
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戦
後
教
育
の
背
景
に
は
、「
ソ
ビ

エ
ト
教
育
学
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
で
は
、
ま
る
で
存
在
し
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い

る
ソ
ビ
エ
ト
教
育
学
で
す
が
、
戦
後

の
一
時
期
、
非
常
に
流
行
し
、
日
教

組
が
依
拠
し
て
い
る
教
育
理
論
で

も
あ
り
ま
す
。
今
日
は
、
こ
の
ほ
と

ん
ど
誰
も
指
摘
し
な
い
よ
う
な
こ

と
を
お
話
し
し
ま
す
。

日
教
組
誕
生
の
経
緯

日
教
組
は
正
式
に
は
「
日
本
教

職
員
組
合
」
と
い
い
、
組
合
員
約

28
万
人
の
日
本
最
大
の
教
職
員
組

合
で
す
。
日
本
に
は
学
校
の
先
生
が

１
０
０
万
人
ほ
ど
い
る
の
で
、
そ
の

３
割
弱
が
組
合
員
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
日
教
組
は
民
主
党
を
支

持
し
て
い
ま
す
。

共
産
党
を
支
持
し
て
い
る
教
職

員
組
合
に
は
、「
全
日
本
教
職
員
組

合
」（
全
教
）
が
あ
り
ま
す
。
路
線

の
違
い
に
よ
り
、
平
成
元
年
に
日
教

組
か
ら
分
か
れ
た
団
体
で
、
組
合
員

は
８
万
数
千
人
で
す
。

そ
れ
以
外
の
教
職
員
団
体
は
数
万

人
規
模
で
あ
る
た
め
、
日
教
組
と
全

教
を
合
わ
せ
た
40
万
人
近
く
が
最
大

勢
力
と
な
り
ま
す
。

日
教
組
が
結
成
さ
れ
た
の
は
昭
和

22
年
の
こ
と
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国

軍
総
司
令
部
）
の
指
導
の
下
に
作
ら

れ
た
労
働
組
合
の
一
つ
で
す
。
戦
後
、

解
放
さ
れ
た
共
産
党
の
指
導
者
が
結

成
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
日
教
組

指
導
部
に
は
共
産
主
義
者
、
社
会
主

義
者
が
大
勢
入
り
込
み
ま
し
た
。

一
方
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
「
教
職
追

放
」
を
行
い
、
保
守
的
な
考
え
方
を

持
ち
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
に
反
対

す
る
可
能
性
の
あ
る
先
生
た
ち
を
追

放
し
ま
し
た
。
自
主
的
に
辞
め
た
人

を
含
め
る
と
、
約
12
万
人
が
教
育
現

場
を
去
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
戦
後
の
教
員
社
会
は
左

翼
主
導
で
誕
生
し
た
の
で
す
。

日
教
組
の
反
・
道
徳
教
育

数
年
前
の
読
売
新
聞
の
調
査
に
よ

る
と
、
92
％
も
の
国
民
が
「
学
校
で

き
ち
ん
と
し
た
道
徳
教
育
を
し
て
ほ

高崎経済大学教授八木秀次氏に聞く

日
本

 
再
建

シ
リ
ー
ズ

6

８
月
20
日
、
高
崎
経
済
大
学
教
授
で

日
本
教
育
再
生
機
構
理
事
長
で
も
あ
る

八
木
秀
次
氏
を
講
師
に
招
き

幸
福
実
現
党
の
教
育
部
会
が
開
催
さ
れ
た
。

講
義
の
一
部
を
３
回
に
わ
た
り
紙
面
掲
載
す
る
。

備
し
た
ほ
ど
で
す
。

そ
う
し
た
反
対
運
動
の
結
果
、
文

部
省
が
妥
協
し
、
多
く
の
国
民
が

「
こ
れ
が
道
徳
の
時
間
で
あ
る
」
と

考
え
る
の
と
は
違
う
内
容
の
時
間

に
な
り
ま
し
た
。

道
徳
の
時
間
で

教
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

多
く
の
学
校
で
は
、
こ
の
時
間
に

席
替
え
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
仲

間
作
り
」「
友
情
」、
あ
る
い
は
「
協

力
」
の
実
践
と
い
う
わ
け
で
す
。

道
徳
の
副
読
本
は
、
毒
に
も
薬
に

も
な
ら
な
い
よ
う
な
教
材
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
ゆ
か
い

な
せ
ん
た
く
も
の
」
と
い
う
小
学
校

１
、２
年
生
向
け
の
有
名
な
教
材
が

あ
り
ま
す
。
内
容
は
、
家
族
の
洗
濯

物
が
風
に
揺
れ
た
り
、
重
な
っ
た
り

し
な
が
ら
、「
洗
濯
物
が
お
話
を
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
」
と
い
う
も
の

で
、「
家
族
愛
」
を
教
え
る
教
材
な

の
だ
そ
う
で
す
が
、
私
に
は
さ
っ
ぱ

り
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
道
徳
の
時
間

に
平
和
教
育
と
い
う
名
の
反
戦
教

育
を
行
っ
た
り
、
人
権
教
育
と
称
し

て
、
従
軍
慰
安
婦
の
強
制
連
行
や
南

京
大
虐
殺
を
教
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
教
組
の
反
対
運
動
に
妥

協
し
た
た
め
、
道
徳
の
学
習
指
導
要

日本の教育に流れる
「ソビエト教育学」の毒水①

領
に
は
、「
宗
教
」
と
い
う
言
葉
が

見
当
た
り
ま
せ
ん
。
宗
教
抜
き
の
道

徳
教
育
で
「
命
の
大
切
さ
」
を
教
え

よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
無
理
な
話

で
す
。

そ
も
そ
も
、
文
科
省
が
ど
ん
な
に

日
教
組
の
顔
色
を
う
か
が
っ
た
と

こ
ろ
で
、
彼
ら
は
道
徳
を
教
え
よ
う

と
し
ま
せ
ん
。
文
科
省
が
作
っ
た

「
心
の
ノ
ー
ト
」
と
い
う
教
材
が
あ

り
ま
す
。
私
か
ら
見
る
と
甚は

な
は

だ
物
足

り
な
い
内
容
な
の
で
す
が
、
日
教
組

は
運
動
方
針
と
し
て
「
絶
対
に
現
場

で
使
わ
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
文
科
省
が
各
教
育
委
員
会

に
発
送
し
て
も
、
だ
ら
し
な
い
教
育

委
員
会
は
学
校
に
配
布
で
き
ず
に

い
た
り
、
配
布
さ
れ
て
も
、
荷
ほ
ど

き
も
せ
ず
に
倉
庫
に
積
ん
で
い
る

学
校
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

民
主
党
政
権
発
足
後
、「
心
の

ノ
ー
ト
」
は
事
業
仕
分
け
に
か
け
ら

れ
、
予
算
を
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま

し
た
。
今
で
は
文
科
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
、「
必
要
な
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
使
う
」
と
い
う
扱
い
に
な
っ
て
い

ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ

ず
、
カ
ネ
の
問
題
に
す
り
替
え
ら
れ

て
葬
ら
れ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
背

景
に
は
、
民
主
党
支
持
団
体
と
し
て

の
日
教
組
の
主
張
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
道
徳
教
育
が
事

実
上
、
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
ツ

ケ
が
、
今
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問

題
と
し
て
現
れ
て
き
て
い
る
の
で

す
。�

（
以
下
次
号
）

＊　
　
　

＊

来
月
号
で
は
、い
よ
い
よ
ソ
ビ
エ
ト
教
育

学
に
つ
い
て
明
か
さ
れ
ま
す
。ご
期
待
く

だ
さ
い
。

（やぎ・ひでつぐ）1962 年、広島県
生まれ。早稲田大学法学部卒業。同
大学院政治学研究科博士課程中退。
専攻は憲法学、思想史。人権、国家、
教育、歴史などについて保守主義の
立場から幅広い言論活動を行ってい
る。現在、高崎経済大学教授、日本
教育再生機構理事長。『誰が教育を
滅ぼしたか―学校、家族を蝕む怪
しき思想』、『公教育再生―「正常化」
のために国民が知っておくべきこと』
（共にＰＨＰ研究所）など著書多数。

し
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
教
組
は

「
価
値
観
の
押
し
付
け
は
よ
く
な

い
」
と
い
う
理
由
で
道
徳
教
育
に
反

対
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
文
部
科

学
省
や
厚
生
労
働
省
な
ど
に
よ
っ

て
展
開
さ
れ
て
い
る
「
早
寝
早
起
き

朝
ご
は
ん
」
運
動
に
対
し
、
日
教
組

の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
「
憲
法
違
反

だ
」
と
批
判
し
て
い
ま
す
。
も
と
も

と
共
産
主
義
者
、
社
会
主
義
者
で
あ

る
彼
ら
の
頭
の
中
に
は
、
文
科
省
推

進
の
道
徳
教
育
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
道

徳
」
だ
と
い
う
分
別
が
あ
る
の
で
す
。

昭
和
33
年
、
義
務
教
育
に
週
１
時

間
、「
道
徳
の
時
間
」
が
特
設
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
日
に
至
る
ま

で
道
徳
は
正
式
な
教
科
で
は
な
く
、

副
読
本
は
あ
っ
て
も
、
文
科
省
の
検

定
を
受
け
た
教
科
書
が
あ
り
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、
日
教
組
が
徹
底
的

に
反
対
し
た
か
ら
で
す
。

彼
ら
は
当
時
の
文
部
省
に
乗
り

込
ん
で
廊
下
に
座
り
込
み
を
し
た

り
、
大
臣
室
の
中
に
数
十
時
間
居

座
っ
た
り
、
文
部
大
臣
の
自
宅
前

で
街
宣
活
動
を
行
っ
た
り
し
ま
し

た
。
道
徳
教
育
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
先
生
向
け
の
研
修
会
が
開
か
れ

た
と
き
に
は
、
暴
力
行
為
に
及
び
ま

し
た
。
そ
の
た
め
文
部
省
は
別
の
会

場
を
設
け
て
、
警
察
の
機
動
隊
を
配

（全３回）

幸福実現党の最新刊

沈みゆく日本をどう救うか沈みゆく日本をどう救うか
定価1,365円（税込） 発行 幸福実現党

いま、 増税したら、 日本は終わってしまう。いま、 増税したら、 日本は終わってしまう。
野田総理よ、松下政経塾の「無税国家論」を忘れたのか―。

野田佳彦総理のスピリチュアル総合分析

国民もマスコミも知らない
野田総理の守護霊インタヴュー！
天上界の松下幸之助から
かつての弟子・野田総理に緊急メッセージ !!


